
主目的 3 12 2

副目的

款 項 目 大 中10

～

心身の成長著しい児童及び生徒の食生活の健全化を図る。

・給食調理及び対象小中学校９校の配膳業務を直営で実施。

・センターと配膳校間の配送業務を民間委託で実施。

・児童及び生徒の成長に応じ栄養バランスのとれた献立を計画的に作成する。

・給食用物資（食材）は安全性、味、価格等を考慮し厳選した物を調理に使用する。

・「学校給食衛生管理の基準」等により衛生管理の徹底を図り、食中毒の防止に努める。

・地元の農産物を使用するなど地産地消による給食を推進する。

・食数の連絡調整、給食費入金管理及び委託等契約事務を行う。

・(平成25年度直接経費の内訳 ）

　委託料　　 　13,433千円  (一般事務事業　4,180千円　施設管理事業　9,253千円）

　賄材料費　168,915千円

  光熱水費　　　9,429千円

　燃料費　 　　　7,816千円 ( 重油）

　修繕料　　　　 5,876千円   (一般事務事業　79千円　施設管理事業　5,797千円）

　その他　　　  28,025千円

・職員の内訳
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

安全でおいしい学校給食を提供します

1

学校給食課

東部学校給食センター

給食センター施設管理事業（東部）

会計区分 事業類型 法定受託系

担当係

根拠法令・個別計画
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・職員の内訳

　正職員27名（事務職）４名うち１名再任用・（調理員）２３名

　その他職員（調理員）３名・（ボイラー技師）１名・（配膳員）１７名

・(平成26年度直接経費の内訳 ）

　委託料　　 　14,232千円  (一般事務事業　4,302千円　施設管理事業　9,930千円）

　賄材料費　189,711千円

  光熱水費　　　9,450千円

　燃料費　 　　　8,235千円 ( 重油）

　修繕料　　　　 5,114千円 (一般事務事業　42千円　施設管理事業　5,072千円）

　その他　　　  40,217千円

・職員の内訳

　正職員23名（事務職）４名うち１名再任用・（調理員）19名

　その他職員（調理員）7名・（ボイラー技師）１名・（配膳員）１７名

  受益者負担・その他財源については、児童生徒給食代とする。

  （給食センター使用料・段ボール等売却代を除く。)
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成果指標名

人為的事故等で給食が

できなかった日

活動指標名

児童生徒対象にアレルギー除去食を提供しているが問題なく遂行できた。

生活保護受給者の給食費等の未納に伴う代理納付について、保護実施機関と調整

を行い開始した。

消費税の変更に伴い、給食費の改定を行った。

H25

H25

11

H24

―

20 15

12

20

338

H26H23

15

―

4,487

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

事業実施におけ

る課題

何らかの理由『台風（暴風雨警報）・事故等』で給食が提供できない場合の対応。
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評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

民間委託推進計画に基づき、平成28年度から民間委託化ができるように、

準備を進めること。

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

給食費等の未納金に対する児童手当の充当について、担当部署と調整し平成26年

度中に開始する。

維　持

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削
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２７年度以降

の改善案

より安全で安心な食材で学校給食を安定的に供給することを目指し、災害時等には

教育委員会と各センター間での連絡調整を密にすると共に、引続き学校給食用食材

の放射能測定を行う。
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果果果果

人為的事故等で給食が提供できなかった日はなく、またアレルギー除去食の提供も

問題なく遂行できていることから、現状維持とした。

判定理由

学校給食法に基づき実施されており、事業の廃止は困難である。

方向性の判定

事業を縮小・
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